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評

とが大きな課題であ h また最大の閤難を盆む点であっ

た。

書

庄旧安豊共著関口米夫，稲田献一，

以下，ずJi二の注釈を支えつつ， EヂJレの諸仮定を列記

する。

l. 経済は 1部門からなる。それ「〉は生存部門 cs部

門〉，軽工業（フ。ランテ－：／ヨンを含む〕部門 ex
部門〉，それに重化学工業部門（Z部門〉である。

これまでρ二重経；存の発展モヂ、ル；土，経？斉J奄展を近代

有日I＇可の相付 （r

伝統部門で満たされるベi雪条件を求めんとナるものであ

J とが，三のモデ、1レ？は．経済発.IJ.ili土Z部円の拡大とし

て把握され，経済が市場メカニズムに従って重11く場合の，

その意味での“離陸”可能性が検討される。ここで， S

部門は無制限労働供給源として位置付けられており，以

i、の分析比 X-Z2；部門モデJレとして展開される。

2. S部門での労働の限界生産カはつねに生存賃金水

準より低い。

この仮定は‘ S部門かん近代：~ii門への労働の供給価格

は生存賃金水準に固定されており，近代部門にとって外

生的に与えられることをいうために置かれている。この

/U;t，成h：モ・'7''1レと［｛IYJされた；，｝味ぎの発民モヂルの偶

成の一つの大きな特徴である。

3. X部門財のS部門財に対する交易条件は産出量の

減少関数？ある。

4. Z部門財のS部門財に対する交易条件は産出量に

よらず一定である（適当に単位を取って 1としておく〉。

このモ二＇f1レi土，開放「七系を想定して，交易条件の決定

は世界市場で行なわれ，国内における財の需給の調整は

輸出入により行なわれる（行なわれうる〉と仮定してい

るつこれについては，二つの問題が考えられる。

第 1に，著者によれば，X部門財と Z部門財との世界市

場における当該後進国のシェアの相違 前者で大，後

円で小 が交易条内についての異なった結論を導くと

しているようだが，これはX-7両部門の相対的関係に

ついてはいえても，それぞれのS部門との関係について

は何もいえない。ところマ，上述の 2,3の仮定；土，著者

の低開発状態のイメージ一一余剰非熟練労働のT子在と絞

済のモノカルチュア構造による発展への制約一一に対応

Lているものと恩われるが，著者は仮定31士．一次産占1i1

〈円交易条f'I二の長期的低落傾向とは無関係な，本来的に静

学的な性質の前提であるとの注を付けており，この経済

的意味付けは鳴らかではない。との i.＇~については，生産

I I I 

f経済発展のメカニズ、ムーー

後進国の経済活展が世界的な諜題として問題tこされて

からすでに久しい。第2次大戦後，アジア，アフリカの

多くの諸国が政治的独立を獲得し，それらの政府が 1個

の経済主体と Lて安を現わし，それらのii苦国の紅済活展

の婆求が国際政治の舞台で無HIできなL、ものとなって以

来，後進国についての研究L 従来の構民地経営の視点

を離れ，後進凶HJ蚤済の発J民のための1"1lj婆をりえると

いう問題意識から種々のi議論ぷなさ，Jlてきた。そして，

その過程で，いくつかの“発展の理論”が（しばしば論

争という形を11'.'.，て）脚光を浴びた・ 均衡成長•；s 不

均衡成長，職入代替工業化、s輸出芯／11］工業化， j品乗lj労

働論争，等々。しかし，経済発展の矯造とメカニズムを

包照的に把握せんとする淀みi主， Lewis,Ranis & Fei, 

Jorg日nson等に工り展開されむ農iア心、し近代知l11lー

伝統部門の二重経済モデル以外には見るべき成果がなか

ったの

本.;ttで提示された理論モヂルは， i.fif＼：：部門一－ ；；・倒へ

の支払いが限界生産性に従ってなされる部門一ーを軽工

業（7＇ランテ」ションを合む）部門／＂＇. ！重化学工業郊門と

に分け，両部門への投資配分間数をIVドJ'L，雨前i門での

資本蓄積径路を描くことにより，経済発展の動態的様相

を把援することを，その中心課題とする。ここに，これ

までのこ重経済論との settingの違いがあり，伝統部門

を完全に背景に押しやり，近代部門一一そこでは，手1]1問

極大化原理が貫徹している一一内部での発展のメカニズ

ムを分析対象に L之ことが，以下に見右上うな倣性；t；数

学的取扱いをロJ能にした決定的な要因である。換言すれ

ば，近代部門一伝統部門の二重経済モデルでは，伝統部

門のjj本の行動伝説としての｛＇，理性がどのように定式化

しうるかにそもそも問題があるのである。しかし，本書

のモデルの数学的厳密性を可能にしたいま一つの鍵は，

以下に見る交易条件についての仮定にある。従来の二重

経済諭では， i可部門の生i宝物の需給1lil誌における均i術→

交易条件の決定のメカニズムを，主体の確定と各主体の

需要・供給関数についての仮定を前提として導出するこ

1972守一

その理論と実証一一』
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関数についての仮定を見るときに立返る。また，上に見

Jこように，交易条件J）動きについて；立，世界の他の諸国

Cl）需給をぷi忘したときの当該国の供給増加の与える影響

が考えられているが，実証に際して現実のデータにこの

iような解釈を与えるこ土は不可法であり， 1:11/l'J分割を考

える際にあんfこめてtl¥J.ls互にしたレ。

第2の問題点は，国際収支の均等が，その現実性を検

パすることなく仮定さjLごいるこどである。多くの後進

1，ヰの短期的な域大の関心A 収支 B山ンスδ弘之3以上，

何らかの言及がなされるべきでありた。

s. X, ：（；上びzimr'Jへの投資；土河部門司金i;:J・された

手Jj湾所得に等しい。

6. X部門の生産関数の性質。生廃要素（資本，労働）

の限＇N生産力は比でi墜滅的。！＼l慌に関L収機不変。

7. Z古川村jの生産関数の性質。生定要素（資本，労働）

の限界生産力は正で逓減的。規模に関し収穫逓増。

さて，仮定 1で経i守び） :l部門への分割がなさォ1，軽工業

Y'.i¥/111，重fl＇.，ρ戸工業部！”！をそれぞれ X{ii；門， χ音IH"J.J::呼ん

だが，実は，後の実証のところで明らかになるように，

仮定，l, (, :r，：：満たす；＇［ ill"lがX部門、仮定4, 7を満た 4

l'ml1~iJ: z :¥111111という伐に，機能：'i'Jh’a主義がたさ ，！＇.てい

のである。そしてこれらの仮定は一一先に述べたS部門

に対する交弘条件の定設も含めど 数学的l民間を簡lji

にするためのものでもあることはlりjムかであるが，ここ

で， X,Z阿部門が，それぞれ独立である交易条件につ

十ての仮定土生産関数についての仮常で，：－.震に規定さ

-ilていることに注意しておく。 ・.t;hEに際しごれ浦円分Ni

ではこの二鷺のチェックがなされねばならなU、。

8. X部門の産出量決定。資本ストック，生存賃金水

準， tと一切条件関数を所与として，利潤rを法大化す

る。

ここでは，数学的取扱を簡単化するため交易条件につ

いて，各自でiその完全Fl,U1s仮定されている。

9. Z部門の産出産決定。資本ストック，生存賃金水

準を所与として，手I］￥問率を最大化する。

評脅は， t:U：，モデルの諸仮定に J 》きい： －.）/pのコ d

ントを与えた。モデルの仮定には，後の展開の数学的エ

レガンシーと，仮定自体の経済学的真理性との， しばし

( Eトレード・オフの関係にある一：〉の要求がJ'+'ci:ーられJム

のであり，この難題との取組みに当つての著者の苦闘は，

整理された最終結果だけを日にしている手干の想像などを

はるかに.ti¥:えたものてかうう。先行法， i寅： ii<J／；結論｛ハ

確定性をT]J.泌するーイJe，仮定の礼文性をも配慮するむ

II2 

勢を堅持している。評者のコメントは，嘗うは易くして

行なうは訴し、，存者のこの上うな姿勢仁触発されたもの

であるこ二とを付記しておく。

さで，以上の 1～9の諸仮定と仮定2に含意されてい

る無fMHMム働供給L叶反定を認めれば， ιL卜ーの数学的！民間

は厳f持；・e.!r，り， 1,l4':1i'Jなケー ζ についてl士，確定「lりな結

論が得られる。

モ戸yレの数学rYJ夫現は次のとおりである。

配号＼

X, Kx, Nx X部門lの選出量，資本ストック，
Z, Kz, Nz Z部門j労働雇用量

w C外生的に与えられる）賃金水準

P(X) X部門の交易条件

Rx X部門！の利潤ボ
Rz Z部門l

/I 資本減粍本（阿部門で一致しー口、ると仮定〉

~x, ~z, (x, ,z投資配分率（後述〕

}:;f!,l,_1:: 

(i) X=Fλ （Kx, X.1) 

(ii) Z=Fz (Kz, Nz) 

f・、 oFx w 
• 11 i J 百万；＝1苛苛Eτ百玄）

(i V）車工お
Ul ?, 

R \~;'. {P(X川一芯Nλ］
J、1

(vi) R？＝辛｛Z-wNz)

(,ii) Kx+:,Kx＝む・R1•Kx+;1 ・Rz•Kz

一世r(Kx, Kz) 

(viii) K;,,+pKz＝む•Rx•K.r+Cz•Rz•Kz

ー＝γ；，；（Kx,Kz) 

(i), (iii¥ ( V）じX部門の，（ii),(iv), (vi) 1まZ部門の，

生産関数，労働需要害関数（利潤率最大化条件〉，手I）潤率

（の定義式）である G

/R,r 
まず，仮定，l, 6, 8からF さ＜0が，仮定4,7, 9 

dKx 

dR 
から ーノミ；；Oが若手がれるc これらは，資本蓄積経路を

d人／

導出するにあたって決定的な重要性を持つ。実は，著者

も述べてU、るように，この二つの性質さえあれば，動学

経路の特徴は出亡くる。しhL，この性従の背後tこjよ＇：，と

すべきより具体的な経済学的；意味を追完していくとよLろ

にも， と述の著者の姿勢が明らかに看取される。

さ二（i）～（vi）カ‘，－，，両部門川生産：M.雇用量， .fl心情

率は， ベラメーケ－－ Kx, I.::.，， の関数として解け，（vii),
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( viii）の右辺は， Kx,Kzの関数としてそれぞれゆX,,f,z 

と書かれる。（h,fz, (:x, /;zは，すぐ後に見るように，

R:i::-Rzの関数として定義されている。（vii), ( viii）は，

このモデルの骨格をなす動学的経路を示す投資配分関数

である。ここで， ex,ezは， X部門での利潤 RK・Kx

がX部門， Z部門に配分される割合（，；xH・z=l）を，

Cx, ,z は， Z部門での利潤 Rz•Kx がX部門， Z部門

に配分される割合（l;x＋白＝l）を，示しており，とれ

らはすべて部門間利病率格差 Rx-Rxの逮続関数で，

ex’s;;; 0, ?z＇~王 0, Ri:-Rz~O のとき， fx=l かつ＜；Z立0,

Cx'.;:;0, 'z＇~三 0, Rx-Rr.-5,0のとき， ：xロエ0, かっ

Cz口 l，という条件に従う。すなわち，（vii), ( viii）は，資

本の完全可塑性を仮定しないばかりか，新投資の配分に

ついても手！！？胃率格裳への完全な反応を想定せず，それを

極端な 1ケースとして含む，摩擦を持つ投資配分を示し

ている。これは，集計量として見た場合の法則性を表わ

しているものであり，その一つの理由づけとして著者は

企業と株主との分離を示唆しているが，その他に，投資

主体の一部は“合理的”なエトスを持つが残りは“伝統

的”なエトスを持つ，との意味づけも可能であり，その

ように見れば，この投資百己分間数は，経済の構成員の一

部が“合理的”であれば市場メカニズムは十分に働きう

ることを含意することになり，部分的に近代化された経

済でもかなりの転換能力を持ちうることを示唆する。

次に，上のモデルにつき，経済の動学的経路の考察が

Kx-Kz平面上（もちろん，考察の対象となるのは，

Kxミ0,Kz注Oの象限のみである）で行なわれる。ここ

での中心的な課題は，任意の初期値 （Kx,Kz）を与え

たときに，上のモデルで表現在れる経済がどのような軌

跡を持っか，を見出すことである。そのためにまず，

(vii), (viii）を〉！？き起して，

(vii)' Kr＝併X

(viii)' F、：zご竺φz(Kx,Kz）一μKz
としておく。

第1ステップは， Kx=O尚線， Kz=O曲線の位控室の

確定である。この結果として， Kx-Kz平凶上の各ぷ

での Kx,Kzの符号がわかり，動学経路の変佑の方向

がわかる。この段階で， “離陸”が構造的に可能か否か

で，大きくニつのタイプの経済が区別主れる。これは，

K.r-Kz平面上で， Kx=O曲線と Kz=O曲線とが交

点を持っか否かに対応する。

第2ステップは， l湾曲線が交点を持つ場合につき，平

面上のすべての点を，最終的に“離陸”にいたる点と

書評

“墜落”してしまう点とに分類することであり，両者の

分水嶺として最小臨界努力曲線一ーとの上側の範囲内の

点から出発すると“離陸”は成功し，下側の範囲内の点

から出発すると“墜落”にいたるーーが導かれる。

資本蓄積経路に影響を与える経済的・社会的・文化的・

人的諸要因は， Kx=O曲線と Kz=O曲線の形状と位

置に集約的に表現される均九第3ステップとしては，そ

れらの要因のいくつかについての検討が，まず条件を追

加する形で（輸入関税，技術進歩），次いでモデルの仮定

を修正する形で（生産関数ふ熟練労働供給，一般的労働

供給，資本の流入・流出， Z部門の交易条件， S部門生

産物の価格， S部門の非賃金所得の投資，投資鹿分関数〉

行なわれる。それぞれについての詳述は避けるが，これ

らはいずれも，仮定を現実的にし，また，発展のための

政策手段の意義を明確にせんとするものであり，分析の

明確性，結論の確定伎は一部失われるが，これらの婆因

が“離陸”可能性に与えるあり得べき影響の方向につい

ては，モデルに則して結論が与えられている。

ここで，以上紹介してきた理論モデルの全体的な構想

と組立について，評者の感想を述べておく。

第1に，これはグィジョンの問題であるが，経済発展

の具体的な内実として，ここで定義された性質を持つ Z

部門の拡大が必要不可欠であるのかどうか。

第2に，ある時点のある特定の経済の“構造”と （Kx,

Kz〕の位箇をどのようにすれば identifyできるのかが

問題である。統計資料さえ得られれば，ある期間にわた

る資本蓄積経路は平面上に描くことができる。しかし，

Kx=O曲線， Kz出 O曲線の形状と位置は，それからは

求められない （基本的なモデルについては， Kx>O,

Kz>Oの局面が観察されれば，その経済は“離陸”可

能な“構造’を持ち，しかも，その経路は“離陸”にい

たる経路であることがわかる。しかし，現実の経済を問

題にする限Pは，基本的なモデルが妥当するかどうか，

ということ自体が検討されねばならない〉。

第3に，上に述べたことの帰結として，モデルに却し

て非常にユニークに行なわれている政策措置の評価が，

現実の特定の経済に対しては，これまでいわれてきた以

上のアピールを持ち得ないのではないか。

本書の後半部は，上に紹介した理論モデルを戦前と戦

後の日本経済につき実証することに充てられている。こ

こでの課題は，資本蓄積経路を中心として，日本緩済の

113 
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